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１ あちわ寮の目標  

⑴ 生活のきまりを守り、日課に沿って自分から進んで生活や学習をする。 

⑵ 他の人に対する思いやりの気持ちをもち、お互いに助け合い、協力し合い明るく楽しい生活をする。 

 

２ あちわ寮の由来  

愛知県立岡崎聾学校と寄宿舎が所在する「西阿
あ

知
ち

和
わ

町」の地名から命名しました。 

「阿知和」は、校歌にも歌われている地名で、覚えやすく親しみがもて、卒業後いつまでも心に残る名前です。

愛知県立岡崎聾学校とあちわ寮で学んだことをいつまでも忘れずに、社会人として自立していけるようにという

願いがこめられています。 

 

 

 

 

 

 ３ 入舎・退舎について  

⑴ 入舎について 

「あちわ寮入退舎規定」を参照してください。 

⑵  入舎時の準備物 

衣類 

・私服（２～３組）洗濯機で洗濯でき、

自分で着脱できるもの。 

・パジャマ（２～３組）スウェットやジ

ャージの上下など。 

 

避難袋 

 

※季節に合 

わせ中身の

確認をお願

いします。 

 

・避難用袋（以下の物を入れてく 

ださい） 

□着替え（長袖服、長ズボン、靴 

下、下着） 

□靴 

□カッパ 

□タオル 

□筆記用具（電話お願い手帳など） 

□ビニール袋 

□懐中電灯（予備電池含む） 

□衛生用品（絆創膏、ガーゼ、生 

理用品、常備薬など） 

□笛 

□ヘルメット 

□補聴器用予備電池 

□アルミ防寒シート 

寝具 
・夏、冬用各一式   

・布団袋 

日用品 

・洗面器 

・リンス、シャンプー、ボディソープ 

・歯ブラシ、歯磨き粉、コップ 

・洗濯用ネット 

・洗濯バサミ 

・リングハンガー 

・ハンガー 

・洗濯かご 

・マグカップ 

・室内用履物（災害時に安全に避難でき

るもの） 

・ごみ箱 

・延長コード（ヘッドが動くもの） 

・ドライヤー 

・衣装ケース（必要な場合） 

その他 

・体温計 

・マスク 

・ぞうきん２枚 

・健康保険証（コピー） 

・医療証（コピー） 

・障害者手帳（コピー） 

 
学用品 

・電気スタンド 

・本立て、辞書等（必要な場合） 

※ 持ち物には、記名してください。 

※ 上記以外は原則持ち込めません。健康への配慮等、個別に必要な物品がある場合は御相談ください。 

※ 洗濯洗剤は一括購入します。 

※ 学習机に学習用のスタンドは設置されていません。電気スタンドは消灯後の延灯学習時にも必要になりま 

すので必ずご用意ください。  

※ 学習机に本棚等は設置されていません。必要な場合は御用意ください。 

○あ明
あか

るくあいさつのできる子  （明朗） 

○ち 力
ちから

いっぱいがんばれる子  （努力） 

○わ和
わ

を大切
たいせつ

にする子      （協力） 

寄宿舎

に提出

してく

ださい 
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※ ロッカーがひとり1台使用できます。細かい仕切りはありませんので、必要な場合は衣装ケース等御用意 

ください。   

⑶ 退舎について 

 「あちわ寮入退舎規定」を参照してください。 

⑷ その他 

寄宿舎の生活についての質問や要望等、お気軽に御相談ください。 

 

４ 諸経費について   

⑴  １か月に必要な諸経費について  

寄宿舎の食費、日用品購入費、寝具費、帰省費などは就学奨励費の段階に応じて、各学期末に支給されます。 

舎諸経費 別表　舎食費単価表（円）

項目 月額（円） 備考 項目 小低以下 小高以上

別表 朝食 350 400

舎食費単価表参照 夕食 480 530

合計 830 930

保健衛生費

1,500 行事関連諸費 弁当

・学校行事などで必要な時

諸費

舎食費

実費徴収

14,100（小高以上）
12,700（小低以下）

  

⑵  舎食費について  

・ 年１０回（４月、５月、６月、７月、９月、１０月、１１月、１２月、１月、２月）、１４，１００円（小中

高以上）・１２，７００円（小低以下）を学校徴収金として引き落としします。 

・ 引落日の前日までに、郵便局の普通預金通帳口座へ御入金ください。 

・ 年度末に精算し返金します。 

⑶ 寄宿舎諸経費について 

・ １，５００円×１２回（４月、５月、６月、７月は２回分、９月、１０月、１１月、１２月、１月、２月は

２回分）学校徴収金として口座から引き落としさせていただきます。 

⑷ その他 

・ 諸経費の滞納が続く場合は、年度途中に退舎となることもあります。 

 

５ 食事について 

⑴ 欠食について 

・ 前週の火曜日の朝までに「欠食届」を提出してください。 

・ ２月、３月分については年度末の会計手続きのため欠食の締切が早くなります。1月末を予定しています。詳

細は別途お知らせいたします。 

⑵ 食事時間について 

・ 食事の時間に遅れる場合は連絡してください。 

・ 衛生管理の観点から食事の保管・提供時間は調理後２時間とします。 

⑶ その他 

・ 災害時の食料として学校で準備した非常食（３日分）を利用します。 

・ 寄宿舎に宿泊していて、給食がない場合は寄宿舎で昼食用の弁当を用意します。その場合、昼食代を実費集

金させていただきます。自宅から登校する場合は御家庭で昼食用の弁当を用意してください。詳細は別途お

知らせします。 

例：始業式や卒業式の午後、家庭学習日、遠足、警報等で臨時休校となった場合など。 

 

６ 帰省（家に帰ること）、帰舎（家から来ること）、外出について  

⑴ 開舎と閉舎 
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・ 学校が始まる日の朝「開舎」し、学校が終わる日に「閉舎」します。 

 開舎時刻   ８：００ 

 閉舎時刻  １７：００ 

・ 夏季休業、冬期休業、春季休業中は閉舎します。 

・ 帰省や帰舎が事情により一人では困難な場合は、保護者の方で送迎をお願いします。 

⑵ 帰省について 

・ 欠席や都合により帰省し、寄宿舎に宿泊しない場合は、寄宿舎まで連絡してください。 

・ 帰省する場合は、「帰省届」を記入し、帰省前までに寮務主任、担任、寄宿舎指導員のサインをもらい、寄宿

舎に提出します。 

・ 修学旅行や野外活動等の泊を伴う行事、フィールドワーク等の行事で集合場所に寄宿舎から間に合わない場

合、実習、居住地交流、入学者選考・入学試験（受験生）、入社試験、卒業式（卒業生）の前日は帰省します。

やむを得ない事情がある場合は御相談ください。 

・ その他については、基本的に在舎します。 

⑶ 外出について 

・ 「外出届」に記入し、制服を着用します。 

・ 外出時間は、４月～１０月は１７：３０、１１月～３月は１７：００までです。 

・ 自動車学校や受診等特別な事情で外出時間までに戻れない場合は、事前に寄宿舎に御相談ください。その場

合、２０：００までに帰舎してください。 

・ テスト週間とテスト期間中は、外出を控えてください。 

・ 私的に外出した場合の怪我等は、日本スポーツ振興センターの災害給付金の対象外となります。 

・ 知人が訪ねてきた時は、許可を得てから食堂で面会することができます。 

 

７ 家庭、寄宿舎への連絡について  

⑴  連絡方法について 

・ 連絡は、プリント、マチコミ、電話（ＦＡＸ兼用）、寄宿舎専用メールにて行います。 

・ 緊急時の連絡先や住所などの変更があった場合は、御連絡ください。 

・ 寄宿舎に来舎する場合は事前に御連絡ください。 

・ 長期休業中は寄宿舎指導員が研修や休暇等で不在の場合があります。緊急の場合は学校へ御連絡ください。 

 

８ 健康管理について  

⑴ 健康について 

・ 持病、特別な配慮を必要とする病気、体質のある方は、入舎時に必ず申し出てください。 

・ 病気やけがをした場合、保護者の方にお迎えを依頼することがあります。必ず連絡が取れるようにしておい

てください。 

・ 緊急の場合、状況に応じて病院での診察を受けることもあります。その場合、治療費、タクシー代など通院

にかかる費用は、保護者の方の負担になりますので御了承ください。 

・ 病気やけがの場合、医師の指示に従い家庭での静養をお願いします。 

・ 感染症対策のため感染状況や学校の対応を基に寄宿舎内でマスクの着用をお願いすることがあります。  

⑵ 寄宿舎における医薬品の取り扱いについて 

・ 寄宿舎には医薬品（救急時用の消毒、ガーゼ、絆創膏以外）は常備していません。必要と思われる医薬品

は御家庭で準備をお願いします。処方箋または薬の説明書のコピーを一緒に持たせてください。 

・ 薬は用法、用量、効能、効果等お子様と確認してから持参するようにしてください。 

・ 薬の他人への譲渡は、重大な事故につながるおそれがあるので行いません。御家庭でもお子様にお話くだ

さるようお願いします。 

・ 緊急時に必要な薬がある場合は必ず御相談ください。 

・ 薬の使用、保管についての御相談は寄宿舎までお申し出ください。 
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⑶ 服薬の管理補助依頼について 

・ 医薬品は基本的には自己管理となりますが、本人が一人では服薬が難しく薬の管理補助が必要な場合、医

療機関から処方された薬に限り、寄宿舎在舎中は寄宿舎指導員が薬の管理補助を行うことができます。登

校中の服薬管理補助につきましては学校に御相談ください。 

・ 薬の管理補助が必要な場合は、「服薬管理補助依頼書」に御記入のうえ、処方箋または薬の説明書のコピー

を添付し、寄宿舎まで提出してください。 

・ 薬の取り違えや紛失、誤った使用の仕方を防ぐために内服薬はその週に必要な分だけ1回分ごとに小分け

し、服薬日時、名前を記載してください。点眼薬、点鼻薬、塗布薬、貼り薬等にも記名をしてください。 

・ 塗布薬等直接患部に触れるような場合で補助が必要な場合は使い捨てビニール手袋を御用意ください。 

・ ガーゼやテープ、絆創膏などが必要な場合は御家庭で御用意ください。準備がなく寄宿舎のものを使用し

た場合は新しいものを返却してください。 

※寄宿舎宿泊中の怪我等でその週に臨時に使用したものは除きます。 

 

９ 情報端末の取り扱いについて 

⑴  情報端末を寄宿舎に持ち込む場合 

・ すべて許可制とします。 

・ スマートフォン、携帯電話、タブレット端末（学校支給のものは除く）はいずれかを１人 1 台持ち込み可と

します。別紙『情報端末の持ち込み許可願』にて申請を行い、許可を得てください。 

・ 学校のタブレット端末は「情報端末の持ち込み許可願」は必要ありませんが、使用方法とルールについては

他情報端末と同様とします。 

・ その他の情報端末（ゲーム機、ポケットWi-Fi 等）については持ち込みを希望する場合、事前に寄宿舎に御

相談ください。使用方法とルールについては他情報端末と同様とします。 

⑵ 情報端末の使用方法とルール 

・ 帰舎日と帰省日以外は登校時に指導員室に預けます（学校に持っていきません。）。 

・ 使用可能時間は以下のとおりとします。 

  下校後～２０：５０   翌朝６：３０～登校前 

・ ２０時５０分の点呼時に寄宿舎指導員に提出します。以後、２０：５０～翌朝６：３０の間は指導員室の鍵

のかかるロッカーで保管します。  

・ 以降翌朝６：３０までは保護者への連絡は寄宿舎指導員が行います。原則、緊急連絡以外は２０：５０前ま

でに要件を済ますようにしてください。 

・ 学校のタブレット端末に限り、学習目的での自習タイム、延灯時の使用を認めます。その場合、夜点呼時ま

でに寄宿舎指導員に申し出て、使用後は指導員室に預けます。 

・ 写真や動画の撮影、個人を誹謗中傷する内容の投稿、個人情報の特定につながる投稿などは禁止します。こ

れらのことについて疑わしい行動をした場合は情報端末を一時寄宿舎で預かります。上記の内容が事実であ

った場合は、寄宿舎への持ち込みと使用を禁止とします。 

・ 情報端末の取り扱いについて使用方法とルールを守れない場合は寄宿舎への情報端末の持ち込みと使用を禁

止とします。 

 

１０ あちわ会の活動について  

⑴ あちわ会について 

・ あちわ会は選挙で選ばれたあちわ会役員を中心とした寄宿舎生の組織で寄宿舎生全員が会員です。 

・ 行事の運営や日常の諸問題等について話し合い、お互いに協力し合い、自分たちで自分たちの生活をよりよ

くすることを考えていく自治組織です。 

・ あちわ会役員進行のもと新学期と学年末に舎生総会が開かれ、毎月 1回舎生会が行われます。 

・ あちわ会会則についての詳細はｐ９参照をしてください。 

⑵ あちわ会の年間行事について 

・寄宿舎には様々な行事があります。全員で協力し、計画や準備を進めていきます。 
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非常口 

⑶  年間行事予定 

 

１１ 警報等が発表された場合  

『警報発表時等における対応ハンドブック』を参照してください。 

 

１２ あちわ寮平面図   

 

炊 

婦 

室 

倉 

    

庫 

浴 

室 

男 

子 

便 

所 

男 

子 

洗 

面 

所 

静 

養 

室 

 

 

 

 

月 行  事 舎生総会 舎生会 

４ 
開舎式 オリエンテーション 歓迎会 避難訓練 

あちわ会役員選挙 あちわ会役員認証式   
舎生総会 

５   舎生会 

６ 避難訓練  舎生会 

７ 夏祭り 大掃除 舎生会  

９  舎生会 

10 避難訓練  舎生会 

11  舎生会 

12 クリスマス会 大掃除 舎生会  

１ 避難訓練 舎生会 

２ 卒業を祝う会（３月に行う場合もあり） 卒業生大掃除 舎生会 

３ 在舎生大掃除 舎生総会（２月に行う場合もあり） 

※その他、誕生会や季節行事、部活動の激励会・報告会、あちわ会主催レクリエーションなどがあります。 

※予定は変更になる場合もあります。 

 

 

炊 

事 

室 

食堂 

多目的室 

舎 

監 

室 

舎室 

1号室 

舎室 

2号室 

玄 

 

 

関 

指 

導 

員 

室 

舎室 

3号室 

舎室 

4号室 

便

所

女

子 

浴室 

洗濯室

女子 

集合場所 

避難経路 

非常口 非常口 
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１３ あちわ寮の生活について  

⑴ あちわ寮生の心得 

・ 公共物(みんなで使うもの)は、大切に使用し、節電・節水に心がける。 

・ 服装や身の回りの整理整頓は自分で行い、常に清潔に保つように心がける。 

・ 寄宿舎のきまりを守り、日課に沿って生活する。 

⑵ 日課について 

 

⑶ 寄宿舎の生活、きまりについて 

① 起床 

・ 着替えや洗面などをし、制服に着替える。 

・ 布団は畳んで整頓する。 

・ 朝の点呼後、各自の掃除場所を清掃する。 

・ 朝食までに洗濯物を干す。雨天以外は屋外に干す。 

② 朝の点呼（食堂）、夜の点呼（食堂） 

・ 週番は全員の集合を確認し、部屋ごとに点呼をとり、部屋長は人員を報告する。 

・ 連絡事項の確認をする。 

・ 体調が悪いときは、申し出る。 

③ 食事 

・ 手を洗い、食堂に集合する。 

・ 好き嫌いをせずに、残さず食べ、下膳する。 

・ 食後、汚れた所をきれいにする。 

・ 間食は部屋や食堂で食べる。  

・ 間食時は自分のコップを使用する。 

・ 空き缶や瓶、ペットボトルは水洗いをし、分別して捨てる。 

・ 冷蔵庫を使用する場合は記名する。 

④ 登校 

活動内容 時 刻 ・ 時 間 

起 床 ６：３０～ 

朝の点呼 

清  掃 
７：１０～ 

朝 食 ７：４０～８：１０ 

登 校 ８：２０ 

学  校  で  の  学  習 

下 校 １５：４０～１８：００ 

夕の点呼 

夕  食 
１８：００～１８：４０ 

自由時間 １８：４０～２０：５０      

夜の点呼 ２０：５０ 

自習タイム ２１：００～２１：５０ 

就寝準備 ２１：５０～２２：００ 

消  灯 ２２：００（小学部は２１：００） 

延 灯 ２２：００～２３：００ 
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・ 登校後は、忘れ物等を取りに戻らない。 

・ どうしても必要なものの場合は、学校職員に相談する。 

⑤ 下校後 

・ 私服に着替え、洗濯物を片付けるなど身の回りの整理をする。 

⑥ 清掃 

・ 朝の清掃 

ア 日頃から寄宿舎内の整理整頓に心がける。 

イ 清掃は当番を決めて行う。 

ウ 掃除が終わったら、掃除チェック表に記入し、職員に確認を依頼する。 

・ 大掃除 

ア 学期末、年度末に日常の清掃でできない箇所を分担して行う。 

⑦ 整理整頓   

・学期末 

ア 身の回りの清掃と整頓を行う。 

イ 布団干しやシーツ洗いなどを行う。 

ウ 洗濯が必要な衣類は残さない。 

・ 学年末 

ア 身の回り、下駄箱、脱衣場ロッカーの清掃を行う。 

⑧ 長期休業中の荷物の持ち帰りについて 

・ 夏季休業中は、ワックスがけを行うため寝具と個人ロッカーに入りきらない荷物を持ち帰る。 

・ 冬季休業中は、必要な荷物を持ち帰る。 

・ 年度末は、すべての荷物を持ち帰る。 

⑨ 自由時間 

・ 学習や入浴、洗濯、あちわ会活動、余暇等自分で計画を立て、有意義に過ごす。 

⑩ 当番活動について 

・ 朝の清掃、週番、配膳当番等の当番活動は全員で協力して交代で行う。 

⑪ 入浴 

・ １８：４０から２０：３０までとする。 

・ 夏季は、下校後から夕食までの間、シャワーを使用してもよい。 

⑫ 洗濯 

・ 自由時間に行う。 

・ 自習タイムや消灯後～起床時間は洗濯機を使用しない。 

・ 雨天時や花粉アレルギーの者以外は屋外に干す。 

・ 乾燥機を使用したいときは申し出る。 

⑬ テレビ、ビデオ鑑賞 

・ 自由時間に使用できる。 

⑭ 自習タイム 

・ 自室の自分のスペースで静かに自習する。 

・ 自習スペースを使用する場合は申し出る。 

・ ２１：５０の就寝準備以前に就寝する場合は申し出て、自習時間前に就寝準備を行っておく。 

⑮ 就寝準備 

・ 歯磨き、洗濯干し等を終えて翌日の準備をする。 

・ 非常時に備え、身の回りの整理整頓をする。 

・ パジャマに着替える。 

⑯ 消灯、就寝 

・ 部屋の電気を消す。 

・ 延灯学習を行わないものは速やかに就寝する。 



8 

 

・ 暖房機器の電源を切る。 

⑰ 延灯 

・ 学習に限る。 

・ ２０：５０の夜の点呼時に申し出る。 

・ 原則、２３：００までとする。 

・ 同室者の迷惑にならないように部屋は消灯し、電気スタンドを使用し、静かに学習する。 

・ 自習スペースを使用する場合は指導員まで申し出る。 

・ 延灯が終了したら、指導員に報告し、速やかに就寝する。 

⑱ 他室への入室について 

・ 部屋の者の許可を得て入室する。 

・ 部屋の者が留守の場合は入室しない。 

・ 異性の部屋は入室しない。 

・ 男子は女子棟へ立ち入らない（緊急時の避難を除く。）。 

・ 自習タイムから起床時間までは他の舎室に入らない。 

・ 指導員室、舎監室へは原則入室禁止とする。事情がある場合は職員の許可を得て入室する。 

⑲ 貴重品の管理について 

・ 財布、定期券、障害者手帳等の貴重品は指導員室に預け、鍵のかかるロッカーで保管する。 

・ 帰舎時に指導員室に預け、帰省日に持ち帰る。 

⑳ 事故、災害の防止について 

・ 避難訓練を年間４回行う。 

・ 17：00から翌7：00までは防犯対策のため施錠する。 

・ 災害時には、指示に従って落ち着いて行動する。 

・ 異常に気付いたら、すぐに寄宿舎指導員または舎監に連絡する。 

・ 災害時の人員報告の練習をかねて朝夜の点呼で部屋ごとに点呼をとる。 

・ 電気器具は、使用後スイッチを切りコンセントを抜いておく。 

・ 戸締まりをしっかりする。 

㉑ その他 

・ ファックスの使用について（使用するときは申し出る。） 

ア 送信は、２０：５０までとする。 

イ 受信(自動)は、ファックスが届き次第知らせる。 

・ 冷房と暖房（舎室と食堂） 

ア 冷房 原則として、７月１日から９月３０日まで使用できる。 

イ 暖房 原則として、１２月１日から３月２０日まで使用できる。 
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あちわ会 会則 

 

第1章 総則 

第 1条 本会は、「あちわ会」と称する。 

 

第2章 目的 

第 2条 舎生の主体的活動を中心に会の運営を図り、自主性や相互の思いやりの心、協調性を育み、調 

和の取れた生活を送る。 

 

第3章 組織 

第 3条 本会は寄宿舎生をもって組織する。 

第 4条 本会に次の機関を置く。 

     １ 舎生総会  ２ 舎生会 

 

第4章 役員 

第 5条 本会に次の役員を置く。 

     １ 会長  ２ 副会長 

第 6条 役員の選出は以下のように行う。 

１ 選挙管理委員を選出し、選挙の運営にあたる。 

２ 選挙にて会長と副会長を選出する。 

３ 校長が認証式にて承認、任命する。 

第 7条 会長と副会長はあちわ会を代表し、会の運営にあたる。 

第 8条 副会長は、会長を補佐する。 

第 9条 役員は舎生を代表し、次に定める活動を行う。 

     １ 日常生活をよりよくするための寄宿舎運営。 

     ２ 行事等の円滑な運営。 

     ３ 寄宿舎生活の中で必要と認める事柄を舎生会に提出する。 

 

第５章 舎生会、舎生総会 

第１０条 舎生会は、次に定める活動を行う。 

１ 原則として毎月１回行う。 

２ 提案、委任された事項を協議する。 

第１１条 舎生総会は、次に定める活動を行う。 

１ ４月と２月または３月に行う。 

２ 年間行事の企画、役割分担、反省、その他の諸問題などについて話し合う。 

第１２条 司会進行は、役員が行う。 

第１３条 議決は、出席した過半数の賛成を必要とする。 

 

第６章 財政 

第１４条 本会の運営費は自治会運営費をもってこれにあてる。 

 

第７章 顧問 

第１５条 寮務部長、寄宿舎指導員、舎監等関係職員を顧問とし、顧問の助言、指導を受ける。 

      

第8章 最高決定権 

第１６条 本会のすべての活動は寮務部会を経て校長の承認を必要とする。 

 

第９章 会則の改正 

第１７条 本会則の改正は、舎生会において必要と認められた場合と校長の承認により改正される。 

 

付 則  

本会則は、平成２０年４月１日より施行する。 令６年４月１日一部改正。 


